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感染症とは



感染経路



O-157

• ベロ毒素を産生する大腸菌による感染症。

•感染力が強く、胃酸の中でも生存できる。

•多くの場合感染しても問題なく回復するが、3歳未満の乳児、高齢者
では合併症を起こしやすく、重症化すると死に至ることもある。

•初夏から秋にかけて発症しやすい感染症。



O-157 感染経路

•細菌が付着した飲食物を摂取することによって感染する。

•咳やくしゃみによって感染することはない。

•感染者の便に含まれる大腸菌が直接・間接的に口に入ると感染す
る。

•人から人へ感染する場合、排便後、手洗いなどをしなかった場合に
感染することが多い。



O-157 症状

•激しい腹痛、吐き気

•水溶性下痢

•血便

•発熱（37度台が多い）

•潜伏期間2～5日間

•症状が出なくなった後も1～2週間は菌が腸の中に存在し便の中に
出てくる。



O-157 予防

•食品の鮮度を保つ

• 75℃1分以上の加熱

•肉と野菜は切り分ける

•調理器具の消毒

•手洗いの励行

•接触した場所の消毒

• タオルや衣類の共有は避ける

• おむつ交換は処理が大切



ノロウイルス

•急性胃腸炎を引き起こすウイルス性の感染症。

•冬期に多いが年間を通して発症する。

• ノロウイルスの増殖は人間の腸管のみだが、熱や乾燥にも強いた
め自然環境下でも長期生存できる。

•感染力が強く少量のウイルス（10～100個程度）でも発症する。

• アルコール消毒に耐性がある。



ノロウイルス 感染経路

• ノロウイルスに

汚染された二枚貝

（主に牡蠣）を

摂取することで感染。

•感染者の吐物や

排泄物を処理した

手指で取扱う食品で

二次感染。



ノロウイルス 症状

•潜伏期間は12～48時間。

•突発性の嘔吐、吐き気、腹痛から水溶性の下痢症状。

• 37℃～38℃の発熱を伴うこともある。

•後遺症が残ることは少なく、通常2～3日で回復する。



ノロウイルス 予防

•加熱処理

二枚貝の場合は中心部が85℃～90℃ 90秒以上の加熱が必要。

•手洗いの励行

せっけんにはウイルスを失活させる効果はないがウイルスを手指か
らはがしやすくする効果がある。

•汚染されたものの適切な処理

ノロウイルスが乾燥すると空気中を漂ってしまうためすばやく処理す
る必要がある。



ノロウイルス 排泄物処理について

•排泄物処理の三原則

すぐに拭き取る

乾燥させない

消毒する

速やかに
正しく処理



排泄物の感想から感染

ノロウイルスは乾燥すると4℃で60日間、20度で2～3週間生存

床などに残ったノロウイルスが乾燥

歩行時にノロウイルスが舞い上がる

空中を浮遊したノロウイルスが
口に入り感染



〈参考〉飛沫はどのくらい高く飛散するか

高さ160ｃｍ（成人）

高さ85ｃｍから落下

高さ160ｃｍまで飛散

顔や机に付着の可能性あり
鼻や口から吸いこむ可能性あり

1時間空気中に滞留

東京都健康安全研究センター報告より

換気

実験：模擬嘔吐物を85ｃｍの高さから落下させ飛散する高さを測定



排泄物処理セット①

使い捨て
マスク

使い捨て
シューズカバー

使い捨て
ガウン

使い捨て
手袋 2組



排泄物処理セット②

専用バケツ ペーパー
タオル

ゴミ袋
2枚

消毒薬
ペットボトル



消毒液の作り方

キッチンハイター：次亜塩素酸ナトリウム有効濃度5％の場合



嘔吐物の処理方法



インフルエンザ

• インフルエンザウイルスによる感染症。

•普通の風邪よりも急激に発症し、症状が重いのが特徴。

•合併症を引き起こすこともある。

小児ではインフルエンザ脳症、高齢者では肺炎

• 11月～4月に流行する。



インフルエンザ 感染経路

•感染者が咳やくしゃみで排泄するウイルスを含む飛沫を健康者の鼻
やのどの粘膜に接触することで感染する。（飛沫感染）

•皮膚や粘膜、創の直接的な接触、中間物を介する間接的な接触に
より感染する。（接触感染）

•飛沫が乾燥しウイルスが空気中を漂うことにより離れたところの人
がそれを吸うことによって感染する。（空気感染）





インフルエンザ 予防

• インフルエンザワクチン

毎年流行する型を予測して製造している。

合併症、重症化を予防するもの。

•手洗い・うがい・マスク

手洗い・うがいは手指や口腔内についたウイルスを物理的に除去す
るために有効な手段である。

高齢者や慢性疾患を抱えている人、疲れている人など免疫が低下
している人は人ごみへの外出は避けた方が良い。出かける場合はマ
スクをする。



感染予防対策

•手洗い

• うがい

•咳エチケット

•適切な温度と湿度

夏：25～28℃、55～65％ 冬：18～22℃、45～60％

•バランスの良い食事

•休養

•口腔ケア





うがいについて

•次の3つの内、風邪の予防効果が高いものはどれでしょうか？

1.ポビドンヨード含有うがい薬（イソジンなど）でうがいしてます。

2.水でうがいしてます。

3.うがいしていません。



ご清聴ありがとうございました！


